




53

採取管の先端には、排ガス中のダストが試料に混入しないよう、ろ過材を装着する。

ろ過材としては、シリカウールあるいは石英繊維製の円筒ろ紙が使用されることが多

い。

( )ガス吸収びん2

硫黄酸化物（ ）を吸収させるためのガラスびんで、容積 または のもSOx 100 250ml

のを２本直列に連結し、吸収液を約 ずつ入れる。50ml

吸収液としては、比濁法による場合は過酸化水素水( ＋ )、イオンクロマトグラ1 9

フ法による場合は過酸化水素水( ＋ )を用いる。なお、過酸化水素は直射日光や高1 99

温により分解するので、保管には注意する。

( )採取管および導管の加熱3

試料ガス中の水分が凝縮すると、排ガス中の がそこに溶解してマイナスの誤差SOx

を生じるので、リボンヒーターを巻いて採取管や導管を加熱する。

また、接続のための配管もできるだけ短くする。

( )吸引ポンプ4

ポンプは十分な能力があって小型である方が使いやすい。流量計あるいはガスメー

ターはポンプの後に付けるので、ポンプ部分で外気からのリークがあってはならない。

( )流量計、ガスメーター5

排ガス中の の濃度を測定するためには、吸引ガス量を計測しなければならない。SOx

通常は積算量が読める湿式ガスメーター（または乾式ガスメーター）で、指針１回転

が１ｌの小型のものを用いる。ガスメーターはその出口側を大気開放（１ )の条atm

件で校正されているので、吸引ポンプの後に取りつける。

( )乾燥びん6

吸引ポンプの手前には、シリカゲルを入れた乾燥びんを取りつけ、吸収びんから出

てくる水分を吸収させる。

採取手順4.2.2

)採取装置の組立てを終えたら、吸収液を入れてリーク試験を行う。1

)リークがないことを確認したら、採取管を採取口に挿入して固定し、ウェスなど2

で隙間を埋める。

)一旦排ガスを十分に吸引し、採取管内に残っている空気を排ガスと置換する。3

)ガスメーターの積算値を記録してから、ポンプを作動させ約１ の流量で ～4 l/min 20

分採取する。サンプリング中のガスメーター部分の温度を記録しておく。30

)終了後は再びガスメーターの積算値を読み取る。5

)吸引量はその差から吸引量を求めるが、標準状態（温度０℃、圧力１ ）の体積6 atm

に換算する。湿式ガスメーターを用いた場合は、水蒸気圧の分も補正して、乾きガ

ス量に換算する。
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丸形フラスコは、三方コック付きの容量１ｌのものを用い、試料採取管、導管、ろ

過材などは の場合に準じる。SOx

( ) 試料採取手順3

)吸収液約 を入れ、真空ポンプによって吸収液が沸騰する程度まで減圧をしてお1 ml

く。このときのフラスコ内の圧力と温度を測定する。

)三方コックを切り替え、試料ガスを吸引する。その後１分間、振り混ぜる。2

)しばらく放置し、室温まで放冷する。3

)圧力と温度を測定してから、オゾンを含む酸素を加えて試料を酸化させ、硝酸イ4

オンにする。１分間振り混ぜてから放置すれば、これが分析用試料となる。

)濃度の算出に必要な試料ガス採取量を、標準状態（０℃、１ ）の乾きガス量と5 atm

して算出する。

( ) 酸素濃度による換算4

煙道排ガス中の 濃度は、しばしば外部からの空気が混合して希釈された後のNOx

ものである。排出の規制に当たっては希釈の影響を補正して、一定の基準酸素濃度の

もとに換算した値で表示することになっている。このため一般に のサンプリンNOx

グに伴って、酸素濃度を併せて測定する。

酸素濃度の測定には、従来よりオルザット式分析器が用いられるが（注 )、近年5

は自動計測器（磁気式またはジルコニア方式）による連続分析を行うことが多くなっ

た（注 ）。6

注 ( )「排ガス中の酸素分析方法」5: JIS K 0301 1998

注 ( )「排ガス中の酸素自動計測器」6: JIS B 7983 1994
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